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歳入総額 歳出総額

159億810万3795円 147億5845万1899円

令和6年度
一般会計歳入歳出決算を認定

町　税
　→町民税
　→固定資産税
国庫支出金
　→電源立地地域対策交付金
県支出金
　→核燃料税交付金

約72億9362万円（45.8％）
約  9億9665万円
約61億7331万円
約34億9792万円（22.0％）
約25億6598万円
約16億3756万円（10.3％）
約  9億1355万円

総務費
土木費
民生費
衛生費
農林水産費
教育費

約37億2205万円（25.2％）
約16億9442万円（11.4％）
約32億5805万円（22.0％）
約18億  752万円（12.2％）
約11億3773万円（7.7％）
約15億3500万円（10.4％）

主な歳入 主な歳出

※（　）内は歳入歳出各総額に占める割合

「北陸新幹線の早期全線開業を
求める意見書」を全員賛成で決議！

　昨年に引き続き、敦賀以西の市町が足並みを揃え、
日本海国土軸の形成や国土の均衡ある発展に資する
と共に、大規模災害時において東海道新幹線の代替
機能を果たすなど、国土強靭化を図るうえで極めて重
要な国家プロジェクトである北陸新幹線の一刻も早い
全線開業を求めるための意見書を内閣総理大臣、衆
参両議院議長など関係機関に意見書を提出する決議
を行った。

【強く要望した事項】
一、沿線自治体や地域住民等に丁寧な説明を行い、理解促進に努めるとともに、敦賀・新大阪間の環境影響
　評価及び北陸新幹線事業推進調査を迅速に進め、令和７年末までに詳細な駅位置・ルートを決定・公表す
　ると共に、早期の認可・着工を実現すること。
一、貸付料の算定期間延長や国土強靭化に資する部分を全額国費で負担するなど、財源の議論を加速させ、  
　着工５条件の早期解決を図り、１日も早い全線開業を実現すること。
一、JR小浜線は特急が運行されておらず、また、新幹線開業により旅客輸送量が著しく低下する路線でないた
　め、敦賀・新大阪間の整備に伴う並行在来線には該当しないことを明確にすること。

北陸新幹線の概要

（河島浩彦）

（大塚ひとみ）

広報たかはまQR

意見書QR
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阪議決
結果議案名 関連

ページ

○…賛成　×…反対　△…棄権または退席　▲…欠席　　※議長等採決に参加しない議員は「／」となります

議案番号

9月定例会において全会一致で決定した案件

9月定例会において賛否が分かれた案件

議案番号 議案名 関連ページ

【予算案件】
議案第51号
議案第52号
議案第53号
議案第54号
議案第55号

令和７年度高浜町一般会計補正予算（第３号）
令和７年度高浜町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和７年度高浜町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号）
令和７年度高浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和７年度高浜町介護保険特別会計補正予算（第１号）

賛成多数
可決

令和７年度高浜町下水道事業特別会
計補正予算（第１号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 　 × P6議案第56号

賛成多数
可決副町長の選任について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○同意第１号

賛成多数
可決

令和６年度高浜町一般会計歳入歳出
決算認定 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ P6認定第１号

賛成多数
可決

高浜町議会の議員の定数を定める条
例の一部を改正する条例 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 　 ○ P2発議第５号

P6

P8

【承認案件】
承認第4号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度高浜町一般会計補正予算（第２号））

【決算認定】
認定第2号
認定第3号
認定第4号
認定第5号
認定第6号
認定第7号
認定第8号
認定第9号

令和６年度高浜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
令和６年度高浜町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定
令和６年度高浜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
令和６年度高浜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
令和６年度高浜町宅地分譲事業特別会計歳入歳出決算認定
令和６年度高浜町道路用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算認定
令和６年度高浜町水道事業特別会計歳入歳出決算認定
令和６年度高浜町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

P8

P7

【人事案件】

【予算案件】

【決算案件】

【人事案件】

【発議案件】

同意第2号
同意第3号
諮問第2号
諮問第3号

教育委員会教育長の任命
教育委員会委員の任命
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

【発議案件】
発議第4号 北陸新幹線の早期全線開業を求める意見書の提出 P3

【契約案件】
議案第58号 高浜町指定ごみ袋購入契約について P8

【予算案件】
議案第59号 令和７年度高浜町一般会計補正予算（第４号） P6

【条例案件】

議案第57号 高浜町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び高浜町職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例 P7

承認第5号 専決処分の承認を求めることについて（高浜町議会議員及び高浜町長の選挙における
選挙活動の公営に関する条例の一部を改正する条例）

Q 採決ってなに？
A 議長が議員に議案に対して賛成、反対の意思表示を求め、集計することさ。
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質疑 & 討 論
■株式会社「いきいきタウン高浜」の経営状況
　報告について
【報告第8号】

①代表取締役（前町長）死亡後、現町長が代表取締
役に就任されるまでの間、会社法違反となる代表
取締役不在ではなかったのか。
　②経営報告書作成や金銭出納事務は誰が行ってい
るのか。

①指摘の通りであるが、期限を超えた選任でも今
回のケースでは許される範囲と判断している。
　②会計事務所が代行して実施している。

■高浜町下水道事業特別会計補正予算（第１号）
【議案第56号】
　　　　　 小幡 憲仁
民有地に布設した下水道管の支障移設の費用であ
るが、安易に移設ではなく地主に補償費を支払っ
て下水道管を残置して地役権設定をするなどの交
渉の余地がある。再交渉を求めるべき。

　　　　　 釣本 音次
　前地権者が善意で許可したが現地権者が撤去を望
むならそうすべきで、土地所有権に地役権が未登
記なら町は現地権者に法的にも勝てない(民法
177条)。

　　　　　 井上 順也
過去の契約の状況が不明で、用地の購入や借地と
しての交渉がなされておらず、反対とする。

　　　　　 阪本 新也
　用地交渉・配管再検討を要望し賛成。

■令和６年度高浜町一般会計歳入歳出決算認定
【認定第１号】
　　　　　 釣本 音次
初回の入札で4社のうち2社辞退、応札2社とも設
計価格を大幅オーバーで不落。設計価格を3410
万円アップして2回目の入札。9社のうち7社辞退、
初回と同じ業者が設計価格ピッタリと設計価格
オーバーで応札。2回の入札が不自然であり設計
業者が3410万円負担すべきだが町が補填。理解
出来ない。

質疑：小幡憲仁

回答：総合政策課長

反対討論

反対討論

反対討論

賛成討論

賛成討論

■高浜町議会の議員の定数を定める条例の一部を
改正する条例について

【発議第５号】
　　　　　 井ノ元 康夫
人口の少ない地区の声が届きにくくなる。区長会
のアンケート地区結果を尊重して現状維持と考え
反対する。

　　　　　 松岡 茂和
　本提案は、統一地方選挙での無投票や人口減少が
深刻化するの中、議会改革調査特別委員会で調査、
削減を求める町民が多く、委員会運営を考慮し12
名に定数変更し適正化を図る。

　　　　　 井上 聡美
定数削減の方向性は理解するが、議会運営の整備
が十分とは言えず改善の余地がある。次世代に継
承できる議会の体制を整えたうえで、1期（4年）
ほど遅らせて改めて検討するのが望ましい。

　　　　　 矢野 秀夫
無投票は議員の質向上を妨げ、町に利益をもたら
さない。質に見合う報酬と整合性ある制度を求め、
12名案には反対、10名が適当と考える。

　　　　　 西野 朋宏
　人口減少と財政悪化を踏まえ、議員定数削減は早
期に必要と判断。町民の声や将来10名案も視野に、
決定すべきとして賛成。

　　　　　 河島 浩彦
　町の一般会計は150億円以上。人口規模とのバラ
ンス等を考慮すると、12名が議会機能を維持でき
る最低ライン。定数の適正化を明確に示し、町民
の信頼に応える姿勢を打ち出すことが重要。

反対討論

反対討論

反対討論

賛成討論

賛成討論

賛成討論

傍聴に来ていただきました!
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【賛成多数で可決】

シーサイドライン計画に議論集中!

Q予算決算常任委員会ってなに？
A 予算議案、決算議案などを細かく審査などを行うところさ。

シーサイドライン概略設計策定に伴う
測量業務委託料 297万円（P19）
　若宮から立石までの海岸道路概略設計策定に伴う
測量を行うもの
    財源、スケジュールは。
    財源は、全額、県補助で、測量（R7年度）→概略設
計（R8年度前半）→予備設計（R8年度後半～県主導）。
町が概略設計まで実施し、以降は県が詳細設計に移
行予定。
    車道にする場合、砂浜の消失や景観破壊の懸念が
ある。
　避難経路となる南北の町道整備の方が町民生活に
有効ではないか。
    防災上・地域周遊上の観点から必要な道路。景観
には配慮しつつ整備を進める。
　幹線・支線のネットワーク化を重視し、狭隘道路の
拡幅も進める。
    三松海岸まで延伸した方が効果的では。
    将来、東三松までを見据え、段階的に整備を進め
る方針である。

令和7年度　一般会計補正予算
第3号について【全員賛成で可決】

Q
A

高浜小学校前県道物件補償工事設計業務
委託料 187万円
　　小学校前シンボルロード整備に伴うもの
    学校施設への影響は。
    車道3m×2車線＋両側歩道3.5mの計画で、校門
前の駐車スペース3台分がすべて用地にかかる見込
みで、フェンスやモニタリングポスト、給食センターも
一部支障があり、今後解体予定である。

Q
A

Q

A

Q
A

　令和6年度の一般会計は、歳入決算額が159億
810万3795円(対前年度比 11.8%増)、歳出決算額
が147億5845万1899円(同 12.1%増)となったもの
である
    老人クラブ連合会活動事業の加入率が低い要因は。
    加入率は県内トップ（53％）だが減少傾向。役員
の成り手不足や、働く高齢者の増加、活動多様化が
要因。町も連携し行事内容見直しで加入促進を図る。

    八潮市の陥没事故を受けての下水管の点検状況は。
    陥没事故を受け下水管の安全点検を前倒しで実施
し、腐食が進む1か所（約4m）を発見、近く補修予定
である。原因は硫化水素による劣化で、他の箇所は
異常なしである。
    薬草産地化推進事業の実証期間終了後の事業継
続性は。費用対効果は。
    令和7年度で実証栽培を終え、以降は地元・青葉
山麓研究所が栽培指導を担う。
　遊休農地活用や管理負担の少なさに意義がある。
    中寄交差点事業の進捗状況は。
    地権者との交渉難航で工事が中断している。県と
連携し年度内完成を目指す。

令和６年度　一般会計予算歳入歳出
決算認定について【賛成多数で認定】

Q
A

Q
A

Q

A

Q
A

干害応急対策事業補助金２,０００万円（P2）
　今夏の干害対策支援
    補助金の対象となる農地や住所要件、補助率は。
    高浜町内に農地を持ち、かつ町内に住所を有する
者を対象と説明。町外在住者や町外の農業法人が町
内で耕作していても現時点では対象外である。補助
率は県補助2分の1、町が残り2分の1を上乗せし、実
質100％補助。町の一般財源1000万円、事業費全
体2000万円である。

Q
A

若宮―立石間シーサイドライン（赤線）

議案第５1号 認定第１号

議案第59号令和7年度　一般会計補正予算
第４号について　【全員賛成で可決】

老人クラブスポーツ大会

新規事業QR
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【全員賛成で可決】

上下水道管の維持管理に質問多数!

　平成１５年度に土地所有者の移転にともない移設す
ることとなった
    当初の設計でなぜその配管ルートを民地に布設し
ていたのか。
    本来は官地内に管を設置するのが原則だが、この
場所は水路のすぐ横まで官地がなく、官地内に収める
ことが不可能だった。
　そのため、全体の管路計画上必要な箇所として、や
むを得ず民地を借りて設置した。

令和７年度　高浜町下水道事業
特別会計補正予算（第１号）

議案第５６号

同会計の決算額は歳入歳出ともに８８８万６１７０円で販
売実績は１区画となった。

令和６年度　高浜町宅地分譲事業
特別会計歳入歳出決算認定

認定第６号

Q

A

    上水道センターから配水タンクまでのルートの耐
震化と運用について。
    新旧２系統あるが、新系統は来年度以降接続の準
備を進めて行く。旧送水管は管自体が耐震管ではな
く老朽化に合わせて部分的に修繕する事となる。新
送水管はすべて耐震化されたもので、今後の方針は
確定していないが、水道施設の老朽化が進む中で、
耐震化や強靱化のために２系統の耐震管を持つことは
重要と認識している。

令和６年度　高浜町水道事業特別会計
歳入歳出決算認定

認定第８号

Q

A

    八潮市での下水道管事故を受けて実施した点検に
ついて、どこの場所を対象に、何メートルの範囲を点
検したのか。
    高浜ポンプ場から笠原川を越え、和田川へ吐き出
す区間のマンホールから約4メートルの区間で、管の
腐食と沈下が見られた。他の箇所については特に異
常はなかった。

令和６年度　高浜町下水道事業
歳入歳出決算認定

認定第９号

Q

A

Q 総務産業常任委員会ってなに？
A 総務、産業振興、税務、建設整備、上下水道などの議案などを細かく審査などを行うところよ。

井ノ元 康夫総務産業常任委員会 委員長

　法律の一部改正
    職場環境や上司の対応によって取得しづらい状況
が生じないよう。
　また高浜町役場には労働組合がないため、上司に
反対された場合に相談先がないことを懸念する。職
員が安心して申請できる体制づくりと、上司を含めた
庁内への制度周知の要望があった。
    各所属の管理職にも制度内容を徹底しているため、
申請を拒むことはない。
　万が一相談があれば、総務課で適切に調整・対応
したいと考えている。

高浜町職員の勤務時間・休暇等に
関する条例及び高浜町職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例について

議案第５７号

Q

A

日置交差点

    進捗状況と完成時期は。
    国道27号の日置交差点付近で歩道整備が実施さ
れており、東側は青海神社付近から約130メートル区
間、西側は日置交差点から旧若狭セレモニー前を経て
青の駐在所まで約210メートル区間、で施工中である。
完成時期については、国交省からまだ公表されていな
いため不明であるが、今後は、駐在所から青郷郵便
局までの区間へ順次整備を進めていく予定である。
日置交差点の歩道拡幅に関する用地取得は完了して
おり、今後の工事は国交省が継続して実施する。

令和６年度高浜町道路用地
先行取得事業特別会計歳入歳出決算認定

認定第７号

Q
A

下水道管　民地内



8 Q 厚生文教常任委員会ってなに？
A 教育、保健、福祉などの議案などを細かく審査などを行うところさ。

【全員賛成で可決】松岡 茂和厚生文教常任委員会 委員長

医療介護者不足と医療受診や入所待機者対策を確認

補正額1200万円増額。補正額のうち、1072万円
5000円をシステム改修費、127万５０００円を診療所
特別会計へ繰り出す
    子育て支援システムの改修とは。
    令和8年4月開始の制度に対応し、保険加入者から
支援金を徴収できるよう保険システムを改修するもの
である。

国民健康保険特別会計補正予算

Q
A

令和7年度特別会計補正予算　

議案第52号

指名競争入札において、（株）ミヤゲンが落札した
高浜町指定ごみ袋の購入について、請負契約を締結
するため、議会の議決を求めるもの
契約額は１０９７万３００円
    ごみ袋の種類で発注数が異なるが、在庫はあるの
か。また、何年くらいの想定の計算か。
    在庫はある。適宜管理しており、年度毎で発注数
は異なる。
　前回の可燃ごみ袋の発注は３年ほど前であり、年１
５万枚程度を見込んでいる。
    広域クリーンセンターになってからも分別等は市
町で異なるが、収集方針はかわらないのか。
    各市町の法律・規則に基づいて処理しているが、
ごみ袋の統一化の動きもある。
　統一化の場合は事前周知をしっかり行う。
    一人暮らし高齢者のごみ集積所へのごみ出しをサ
ポートできないか。
    社協やシルバー人材センター、保健福祉課へ支援
を求めている。再度検討議論していく。

高浜町指定ごみ袋購入契約について

Q

A

Q

A

Q

A

議案第58号

歳入総額　10億1239万8553円
歳出総額　10億  615万5582円
差引残額　　　   624万2971円
    欠損不能額の内容は。
    相続者も家族もなく徴収不能となったため、不能
欠損とした。
    歳入未済額が約2940万円ある。徴収できるのか。
    令和7年度繰越分として計上し徴収に努める。

国民健康保険特別会計決算認定

Q
A

Q
A

令和６年度特別会計歳入歳出決算認定

認定第2号

歳入総額　９８９８万3６57円
歳出総額　9898万3６57円
    職員の異動はないのか。
    医療事務職員不足のため委託料を計上し、専門業
者に派遣を予定しているが、職員の異動はない。
    在宅医療連携委託業務とは。
    看取りの業務委託である。
　医師不足のため、若狭高浜病院のドクターに応援に
来ていただくための委託である。
    高額になっている。看取りだけではなく、診療も入
るのか。
    あくまでも看取りの委託である。

国民健康保険診療所特別会計決算認定

Q
A

Q
A

Q

A

認定第3号

歳入総額　11億1521万1911円
歳出総額　10億7182万1091円
差引残額　　　 4339万  820円
　 介護施設の待機者が多く、重複している。
　安価で利用できる介護施設が求められているため、
介護士などの人材不足解消のために、施設従事者に
補助金を出すなどの援助が必要だが、対策はなにか。
 　介護施設の入所については重複申請もあるが、ま
だ丈夫だと聞いている。
　介護人材の雇用については、個人支援として3年間
で70万円の補助があり、今年度は20名ほどの方に町
内の事業所で働いていただいている。今年、２０２７年
度の医療介護報酬の見直しがおこなわれる。

介護保険特別会計決算認定

Q

A

認定第５号

その他審議した議案
国民健康保険診療所特別会計補正予算（議案第53号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（議案第54号）
介護保険特別会計補正予算（議案第55号）
後期高齢者医療特別会計（認定第4号）



議論・検討要点まとめ（陳情・会期・定数・意見書対応・通年議会）

議運開催状況

開催日予定
開催日
資料作成・修正
追加日程

検討完了

定例会

※予定は変更になることもあります

定例会前議運(１ヶ月前・５日前）

陳情書回答案協議

改善策案検討

改善策具体案協議

陳情・請願処理に対する内部規定案検討・協議

条例改正案検討・協議

プロセス改善案説明資料作成・公表

会期日程検討・改定

議員定数削減検討・改定

通年議会検討・協議

情報公開検討・協議（SNS等含む）

守秘義務規定・罰則規定検討協議

議員活動広報（公約実施状況を議会だよりに）

議会報告会・意見交換会

議員研修

①

②

③

④

⑤

⑥

１

2

3

4

5

6

7

8

9

予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施

検討課題

日　程 5月
上
旬
中
旬
22
日 日

6月
中
旬
30
日

7月
上
旬

28
日

22
日

8月
上
旬

9月
上
旬

21
日

21
日
28
日

19
日

10月
上
旬

11月
上
旬
中
旬

12月
上
旬
中
旬

1月
上
旬
中
旬

2月
上
旬
中
旬

3月
上
旬
中
旬
下
旬

下
旬

下
旬

下
旬

下
旬

下
旬

下
旬

◎ ◎

◎

◎

◎

検討完了

検討完了

検討完了

検討完了

検討完了

検討完了

検討完了

検討完了

報告会開催方法・日程検討

研修内容・日程検討

実施日程未定実施日程未定

実施日程未定実施日程未定

議会運営委員会年間予定表

井上 順也委員長議会運営委員会

9Q 議会運営委員会ってなに？
A 議会の円滑な運営を図るため設置されている委員会のことよ

◎

10 月末時点

①陳情・請願は受付～審査期間が不明確で長期未処理案件が発生していたため、運用マニュアル化し、受
理後原則30日以内、初回審査原則2か月以内を目安とする。

　処理区分は⑴議長預かり⑵議員周知⑶委員会付託とし、必要に応じ陳情者から意見聴取。進捗は記録・
報告し、長期案件は定例会ごとに申し送り。

②予算決算審査は全体会質疑後、分科会で審査し最終日討論・採決、常任委員会は政策課題や条例調査に
集中。

　会期日程については、更に検討が必要。
③議員定数は14名→12名に削減予定、条例改正の検討。
④通年議会は見送り。今後必要に応じて検討。
⑤YouTube配信等はさらに検討が必要。

③議員定数 ④通年議会

①運用マニュアル ②条例改正 ②プロセス改善

検討完了

2



一般質問の記事は質問した議員が各自で作成しており、内容や表現については
各議員の文責において掲載しています。

一般質問 &

一般質問って？
　議員が高浜町の行政一般事務や将来に対する
　方針などについて、執行機関に質問することなんだ。

ここが聞きたい!ここが聞きたい!

一般質問要旨

10

1．高浜中学校への自転車通学について
2．城山荘・城山公園について廣瀬とし子

1．若狭高浜病院の改修計画と支援について矢 野 秀 夫

1．シンボルロード及び若宮海岸線延伸について
2．関屋川上流の治山堰堤及び下流河川の維持管理について
3．農業継続の支援としての農業機械補助について

阪 本 新 也

１．クマによる人的被害の防止と撃退スプレーの活用について西 野 朋 宏

1．漁業者支援について
2．物価高騰経済対策支援について
3．キャンプ場のルール化実施状況について
4．独占業務違反の対応について
5．学校体育館エアコン設置について

1．「シーサイドライン」の若宮海岸から立石、国道27号線までの延伸について
2．城山荘・城山公園再整備と白浜グランピングについて
3．駅前通り再整備「シンボルロード」と旧役場敷地利活用について
4．建設中の高浜公園、社会福祉施設の施設管理について
5．乾式貯蔵施設設備計画に関する取り組みについて

井 上 順 也

上 尾 德 郎

1．町長選公約の具体的施策について
2．ふるさと納税　寄付額拡大について大塚ひとみ

1．西嶋町長の原子力政策の取り組みについて
2．第3セクター「いきいきタウン高浜」の今後について
3．物価高対策について

小 幡 憲 仁

１．財政カードから読み解く町の構造～人件費と物件費～井 上 聡 美

1．年金生活者支援給付金制度を利用して収入を増やす方法について
2．物価高騰対策の更なる見直しを求むについて
3．文化会館の新しい活用により魅力的でやりがいのある職場の創出について
4．新高浜町社会福祉施設事業の経緯について

釣 本 音 次

1．野瀬町政の継承について
2．西嶋町政の重点施策について松 岡 茂 和



嶺南各市町が連携し、国内外から観光客を集客できる
リゾートエリアの形成を目指す取り組みを昨年度より
進めている。

　　　城山公園は自然が豊かであり、環境景観もよ
いので自然を残すように。
　　　城山公園については、自然を生かした広場で、
ファミリー層が安全で快適な利用ができるように、管
理運営をしていく。

※保健…保健福祉課長　産振…産業振興課長　教育…教育委員会事務局長

　　　若狭高浜病院の改修計画と支援について、人
口減少や高齢化に伴う医療ニーズの多様化、医師・看
護師不足、病院経営の厳しさを踏まえ、地域の中核病
院としての若狭高浜病院の役割を評価している。
　今後、建物や医療機器の老朽化が進む中、改修時
期や内容、町の支援方針について問う。
　　　若狭高浜病院は、昭和46年の移転以来、増改
築を重ね地域医療の中心として機能しており、外来・
入院・老健・健診など多方面で高い稼働率を維持して
いる。
　しかし、施設の老朽化や医療機器の更新時期を迎
え、屋上防水やMRI更新など大規模修繕が急務となっ
ている。
　人口減少・高齢化に伴う医療需要の変化や医師・
看護師確保の困難、経営環境の悪化など課題は多い

ものの、町としては福井大学や病院と連携し、中長期
的な視点で改修・設備更新を支援しながら、地域医療
体制の維持・強化に努めていく。

や の ひで お

矢野 秀夫

若狭高浜病院は地域医療の要とし
て認識し、医師確保と安定運営に
対し、支援している

回答：西嶋町長

◆高浜中学校への自転車通学について
　　　和田方面から自転車通学生徒は６４名（そのう
ち保護者が送迎しているところもある）。冬場は雪も
降り強風で安全に通学することが難しいときもある。
　通学道路も狭いところもあり危ない。
　　　冬季の荒天などによって生徒に極端な負担を
強いると判断した場合には、休校や時間割の変更も視
野にいれながら生徒の安全確保を図りたい。

◆城山荘、城山公園について
　　　城山荘、城山公園の在り方に民と官で考える
ワークショップが行われたがその進捗状況はどうなっ
ているのか。
　　　再整備に向けた現状については、若狭湾プレミ
アムリゾートプロジェクトということで、嶺南振興局と

 ひろ せ こ

廣瀬 とし子

スクールバスの運行は

高浜中学校生徒のバスによる送迎
は運転手不足のため当面は難しい

回答：教育委員会事務局長

日
行
発

令
和
7
年
11
月
28

）
金
（日

教育

産振

産振

11

若狭高浜病院の改修計画と
支援について

オープン型MRI

城山荘 城山公園

問

問

問

保健

問



　　　熊の出没状況は。
　　　令和７年度は９月末時点で５２件（目撃・痕跡各
２３件、捕獲６件）発生。
　昨年より１２件増加し、出没時は情報発信と追い払
い、捕獲対応を実施する。

　　　安全確保の対策は。
　　　防災アプリや有線放送で注意喚起し、学校・農
家等へ情報提供する。放置果樹伐採や爆竹による追
い払いで熊の侵入防止を推進する。

　　　撃退スプレー対応は。
　　　日本では品質基準がなく、誤使用の危険もある
ため現時点で補助や配布は実施せず。
　遭遇防止を重視しつつ関係者と今後検討する。

　　　新技術の導入の考えは。
　　　ICT機器（通信機能付きトレイルカメラ）を導入
し、獣の早期発見や捕獲時の安全確認に活用する。
今後さらに拡充して被害防止を強化する。

にし の とも ひろ

西野 朋宏

クマによる人的被害の防止と
撃退スプレーの活用の考えは

熊被害防止と獣害対策は
重要である

回答：西嶋町長

12

問
産振

問
産振

問
産振

問
産振

　　　シンボルロード及び若宮海岸延伸事業の進捗
状況は。
　　　シンボルロードとシーサイドラインの整備を通
じ、高浜地区の中心市街地の活性化、交通・防災機能
の強化、海を生かした魅力あるまちづくりを県と連携
して進める。

　　　関屋川上流の治山堰堤及び下流河川の維持管
理状況は。
　　　　　　関屋川上流堰堤は県が管理し、定期点
検で安全を確認。下流頭首工は町と土地改良区が協
定に基づきしゅんせつを実施。町は県と連携し、河川
の維持管理を継続する。

　　　農業継続の支援としての農業機械補助は。

　　　高浜町では、国・県の補助に加え、独自の農業
機械補助制度を設け、小・中規模農家および認定農
業者を対象に支援している。
　小・中規模農家には20a以上の耕作者を対象に、機
械購入費の2分の1以内（上限100万円、5年に1回）
を補助。
　認定農業者には上限200万円まで支援し、ドローン
や選別機等も対象としている。この制度により農業の
効率化・省力化を促し、営農継続に一定の効果を上げ
ている。
　一方で、技術革新や地域特性に応じた柔軟性の不
足が課題であり、町では将来の農業計画や集落営農
の推進と併せ、補助制度の見直し・拡充を検討してい
く。品質維持に資する機械も対象としており、今後も
農業者のニーズを踏まえ地域農業の持続発展を図る。

さか もと しん や

阪本 新也

インフラ整備計画、
進捗状況は

高浜地区の骨格形成と防災強化を
図っていく

回答：西嶋町長

問

問

問

建設

産振

産振・建設

関屋川堰堤 関屋川

獣害捕獲用檻

クマ注意



※住民…住民生活課長　建設…建設整備課長　教育…教育委員会事務局長　産振…産業振興課長

　　　「シーサイドライン」若宮海岸道路の延伸計画
について、①事業計画の経緯と今後の計画は。②既存
の海岸道路との関連整備は。
　　　①若宮海岸の一部区間が整備されており、国
道２７号線までの延伸整備を平成２９年より県に要望し
てきた。今回「共創会議」の中で原子力防災や地域振
興に資する道路整備として事業化が図られた。今後、
事業化に向けて現地測量、概略設計等の業務を町が
県の補助を受けて、来年度の完成を目標に実施する。
②既存の近畿自然自然歩道は重要と認識しており、自
然環境や景観の保全に配慮し、地域住民や関係者の
意見を聞きながら「概略設計」の中で検討する。
　　　城山荘・城山公園再整備について①「若狭湾プ
レミアムリゾートプロジェクト」とは。②「基本協定」の
内容と今後の事業計画は。

　　　①昨年度より、県嶺南振興局と嶺南各市町が
連携しリゾートエリアの形成を目指す取り組み。②町で
は城山再整備の民間事業者からの事業提案を公募し、
施設運営・設計・事業コーディネートの３社による提案
事業者の内容審査を行い、福井県、高浜町、提案事業
者の５機関による基本協定を締結。現在、事業の詳細
協議を進めており、今年度末までに実施協定を結び３・
４年後の施設リニューアルを目指したい。
　　　駅前県道整備「シンボルロード」の進捗状況と
今後の事業計画は。
　　　県道整備として県が主体となり進めている。現
在、設計及び用地取得に向けた調査を実施しており、
今後は用地・物件の補償交渉が県により進められる
が、町としても県と連携して取り組んでいく。

うわ お とく ろう

上尾 德郎

社会福祉施設の施設管理・
運営体制の進捗状況は

社協による指定管理を予定。施設
管理条例を12月定例会に上程を
予定。公募による愛称を「いぶき」
に決定

回答：保健福祉課長

日
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◆物価高騰経済対策支援について
　　　若狭町のように「住民１人１万円」の給付や高浜
町独自の電気代補助など、生活支援策を行うべきで
は。
　　　国からの地方創生交付金の動きを確認しつつ、
必要なら補正予算も検討する。電気料金補助の具体
内容（六ヶ所村の仕組み）も調査の上、高浜町での実
施可能性を検討する。
◆漁業者支援について
　　　燃油高騰や、知床の観光遊覧船の事故を受け
ての小型遊漁船法改正に伴い、漁業者の事業継続が
困難になっている。漁業者支援ができないか。
　　　エンジン更新補助、遊漁船法改正に伴う設備
設置補助の実態を調査し実施する。
　　　１次産業・観光に直結する重要な分野。漁業者

の意欲に添える支援を継続的に行いたい。

◆キャンプ場のルール化実施状況について
　　　夏場のキャンプ場で騒音問題が発生しており、
大変迷惑な状況であった。キャンプ場使用ルール化と
重低音スピーカ騒音等防止対策ができないか。
　　　関係者の協議会を行い、重低音騒音規制等の
ルール化を行う。
◆独占業務違反の対応について
　　　町の窓口や電子申請において、本人確認や違
反対応は。
　　　違反行為の無いよう厳格に資格確認を行う。
◆学校体育館のエアコン設置について
　　　小中学校体育館へのエアコン設置時期は。ま
た、Ｂ＆Ｇ、西地区体育館の設置方針は。
　　　令和９年夏までに取り付け見通し。B＆G、西地
区体育館は、小中学校設置後に設置する。

いの うえ じゅん や

井上 順也

町長公約の必要な
物価高対策の実行とは

国の動向を踏まえ町独自の対策も
考える

回答：西嶋町長

和田漁港

城山荘改修

問

建設

問

建設

問

産振

問

問

町長

問

産振

問

住民

問

教育
産振

町長



　　　子育て応援日本一を目指すおおい町に学ぶべ
き点は。
　　　お互い取り組みを尊重しながら学び合い、この
エリアの子育て環境をお互い充実、補完し合うのも一
つの方法かと認識している。
　　　U・Iターン奨学金返済サポート制度はあるが、
中高大生に響く、新たに進学サポート給付金の創設す
ることは出来ないか。
　　　人口減少、若者定着を考えた現制度を強く打ち
出している。近隣の状況も検証しながら検討する。
◆ふるさと納税の寄付額拡大について
　　　県内市町ランキングにおいて低迷状態が続い
ているが、新町政ではどのように取り組んでいくのか。
　　　返礼品増や事業者の方へお声かけ等、色々と
対応はしている。物理的なもの、産品の安定確保等、

工夫は必要ではあるが、まずは１億円を目指したい。
　　　状況、分析について。
　　　寄付ポータルサイト及び返礼提供事業者の中
間事業者を都市部から県内事業者に切り替え、返礼品
２１２品の拡充に繋がった。寄付先となるポータルサイ
トの掲載数も１６サイトへと拡大。現地で電子マネー等
を利用した現地決済型ふるさと納税の導入、定期的な
情報発信の強化にも取り組んでいる。
　　　今夏の「太陽の守護神」映画の公開時期にPR
を兼ねて、ビーチで海景観体験の返礼品企画を考えて
はどうか。
　　　現地でレジャー的な返礼品として用意できるよ
う少し検討を進めたい。

　　　原子力発電は日本にとって欠かせない電源。
国と事業者とには大きな責任があるが立地の高浜町
にもこれを支える責務がある。国民世論の反発があっ
ても必要な施策は町として受け入れることも必要。そ
うしたことの町長の心構えを問う。
　　　日本のエネルギーを担う高浜町としてこれまで
先人先達が尽力されてきた歴史がある。私も同じ思
いでこれを引き継ぐ覚悟である。
　　　高レベル放射性廃棄物の最終処分問題に対し
町としても使用済燃料発出地となる立地自治体が率
先して勉強し議論を深め解決策を見い出すことが必要
であると表明された。まずは最終処分問題を町民に勉
強していただく機会を設けてはどうか。
　　　バックエンド問題は解決すべき課題。町民理解
のため勉強会の開催も必要であると考えている。

おば た のり ひと

小幡 憲仁

立地首長として原子力を
支えていく覚悟を問う

日本の原子力政策を担う町とし
て尽力された先人先達と同じ思
いである

回答：西嶋町長
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◆第三セクターの今後について
　　　第三セクター「いきいきタウン高浜」の今後の
現金収支は令和９年度以降相当厳しくなる。対応は。
　　　新品種の栽培で収穫量を増やして収入増を図
る。
◆物価高対策について
　　　町長は物価高対策を着実に実施すると表明し
たが、補正予算では何も取り組みがない。説明を求め
る。
　　　国の方針を見定めて、総合的に判断して高浜
町としての物価高対策を打ち出していく。

高浜原子力発電所

高浜町で受けられる教育・子育て支援

問

問

町長

問

総政

問

町長

町長

おお つか

大塚 ひとみ

町長選公約「子育てしやすい
町」の具体的施策は

子育て環境日本一を目指すまち
をスローガンに子宝手当や給食
費の無償化等、継続実施していく

回答：西嶋町長

問

町長

問
総政

問

総政

町長

町長

問

問



※教育…教育委員会事務局長　保健…保健福祉課長　住民…住民生活課長　総政…総合政策課長　総務…総務課長

◆類似団体より人件費の割合が低い点について

　　　職員数が多いにもかかわらず、人件費の割合
が低い点について、町の分析は。
　　　経常一般財源収入総額が類似団体より約16億
円多いことが大きな要因である。
　　　人件費割合の低さはラスパイレス指数の低さを
反映していると考えるが、町の分析は。
　　　県内8町ではほぼ平均値であるが、類似団体と
は差があるため引き続き改善に努める。

　　　特別職と職員の給与構造が職員のモチベー
ションに与える影響について、町の見解は。
　　　職員は全国一律の給料表があり、特別職は条
例に基づく。それぞれのルールの中で決められたもの
があり、モチベーションと関連するのは難しい。しかし、
職員がいろんな労働環境やそこにおける対価として満
足いただける形は絶えず目指していきたい。

◆類似団体より物件費が高い点について
　　　委託料、指定管理
料の妥当性や費用対効
果について、どのように
検証しているか。
　　　運営経費の削減、住民サービスの向上、町職
員のコア業務への注力が主なメリットであり、民間のノ
ウハウを活用し、新たな企画やサービス提供が促進さ
れ多様なニーズにお応えできるものと考えている。
　　　委託業務は「委託してよかった」と実感できる
成果があるか、町の評価方法は。
　　　DX外部人材を登用し、住民の利便性向上や職
員の業務効率化が大きく前進した。また、学校給食で
は、民設民営の手法により安全・安心でおいしい給食
を提供することができたと感じている。

いの うえ さと み

井上 聡美

物件費の割合の高さに
ついて、町の分析は

公共施設が多く、維持管理に係る
需用費、役務料、委託料等の費用
総額が多いことが要因

回答：総務課長
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　　　年金生活者支援給付金制度とは?
　　　年金受給者でも条件を満たせば年金に上乗せ
して支給される制度。
　　　条件は複雑だが?
　　　住民生活課でサポートする。

◆物価高対策として各世帯に1万円分金券支給につ
いて
　　　おおい町や若狭町では物価高対策として町民1
人に1万円分の金券等の支給があったがこの差はなぜ
か?
　　　一過性ではなく議員の意見や政府の政策も配
慮していく。
　　　野瀬元町長の病状時に正しい判断ができたの
か?

　　　担当課、町長、私が協議して判断した。

◆文化会館の新たな活用について
　　　大ホールの未使用を新たな職場創出につなげ
たいが使用資格が必要か?
　　　芸術に寄与すれば許可する。

◆新社会福祉施設事業について
　　　社会福祉施設事業が決定される際どういう審
議会を経たのか?
　　　作成委員会を設置した。
　　　大きな事業決定の審議会(策定委員会)の公正
性確保には公益通告者保護法導入をすべきだと考え
るが?
　　　公益通報は要綱制定ずみである。
　　　要綱では注意のみで条例にして法的拘束力が
必要ではないか?
　　　新社会福祉施設事業との関連性がないのでは。

つり もと おと じ

釣本 音次

年金生活者支援給付金を
受給するには

申請が必要で住民生活課が
サポートする

回答：住民生活課長

問

総務

問

総務

問

町長

問

総務

問

総務

問
住民

問
住民

問

教育

問

問

問

保健

総務

町長
問

総政

問

町長

令和5年度 性質別の経常収支比率

人件費（%） 18.1
高浜町

24.7
類似団体

▲6.6
差

令和5年度 人口千人あたりの職員数

職員数（人）17.76
高浜町

10.85
類似団体

6.91
差

令和5年度 性質別の経常収支比率

物件費（%） 18.3
高浜町

14.4
類似団体

3.9
差



　　　野瀬町政の成果と課題をどのように総括され
何を継承されるのか。
　　　成果としては地域医療推進と寄付講座を開設し
医師不足の解消、総合福祉施設、認定こども園建設、
子育て環境向上、原子力立地町のトップリーダーを務
められ庁舎や公民館等多くの施設建設の実績を残さ
れたので有効活用していく。
　　　西嶋町政の重点施策はなにか。
　　　防災、医療、子育て、高齢者、福祉など、機能
を強化し町民の安全、安心策を基本理念として取り組
む。
　　　こどもの子育て環境は充分か。
　　　保育教育費の無償化や助成で家庭支援を幅広
く実施している。児童福祉施設はないがクリニック、
診療所で緊急時にも対応、体制ができている。産後

デイケアなど育児支援の満足度は高い。
　　　病院施設改修・医療機器整備や医療・看護者
人材育成に支援できないか。
　　　高浜病院は、老朽化で抜本的修繕が必要で医
療器機も更新時期に来ている。町立病院ではないが
将来を見据え、中長期的支援の在り方について検討す
る必要がある。人材確保も重要な問題でありさらに検
討を重ねる。
　　　防災体制の見直し強化、木造建築物耐震補助
金の引き上げは。
　　　防災道路としてシ－サイドライン整備は確実に
推進されている。木造建築住宅耐震化補助金は補助
率及び補助金額上限を引き上げている。

まつ おか しげ かず

松岡 茂和

野瀬町政の継承と西嶋町長
の重点施策は何か

安全で安心して暮らせる町の実
現を目指す

回答：西嶋町長
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　　※こども…こども未来課長　保健…保健福祉課長　防災…防災安全課長

問

町長

問

保健

問

防災

問
町長

問
こども

福井県町村議会議長会　町議会議員研修
終戦80年戦没者慰霊祭
故　野瀬町長　町民葬
厚生文教常任委員会
嶺南広域行政組合議会　代表者会議
関原協　総会／県原協　総会
全員協議会／議会運営委員会
福井県戦没者追悼式
和田地区盆踊り大会
例月出納検査
若狭広域行政事務組合　決算審査
全国原子力発電所立地議会サミット実行委員会

議会の動き

嶺南広域行政組合代表者会議
若狭地方町村監査連絡協議会　総会
町長へ職務代理期間についての申し入れ
広報特別委員会
福井県町村議会議長会　臨時総会

県原協※１　理事会
人口減少課題対策特別委員会
若狭消防組合議会　臨時会
関原協※２　理事会
若狭広域行政事務組合議会 代表者会議
高浜町海水浴場海開き式典
高浜消防団新旧幹部引継会
厚生文教常任委員会
嶺南振興局との行政懇談会
福井原子力環境安全管理協議会
全国原子力発電所立地市町村議会議長会 定期総会
嶺南市町議長会　定例会
若狭広域行政事務組合議会　臨時会
全員協議会／議会運営委員会
嶺南広域行政組合議会　臨時会
例月出納検査
議会運営委員会／全員協議会／臨時会

1日(火)

2日(水)

4日(金)
7日(月)

8日(火)

9日(水)
11日(金)
12日(土)

14日(月)

15日(火)
17日(木)
18日(金)
22日(火)
23日(水)
24日(木)
28日(月)

8日(金)
9日(土)
10日(日)
18日(月)
19日(火)
20日(水)
21日(木)
23日(土)
25日(月)
26日(火)
27日(水)
28日(木)

7月

若狭高浜花火大会
人口減少課題対策特別委員会
決算審査

1日(金)
4日(月)
5日(火)

8月

高知県議会（商工農林水産委員会）来町　行政視察
高浜町戦没者追悼式
人口減少課題対策特別委員会
原子力対策特別委員会
原子力対策特別委員会　町長へ申し入れ
議案事前説明会
全員協議会
厚生文教常任委員会（現場視察）
議会運営委員会
高浜小学校　校内体育大会
県原協　総会
福井県原子力環境安全管理協議会／例月出納検査
9月定例会
福井県町村議会議長会　議長・副議長研修会
立地協※3・関西経済連合会懇談会

2日(火)
6日(土)
8日(月)
9日(火)
12日(金)
１６～１７日
17日(水)
18日(木)
19日(金)
20日(土)
21日(日)
22日(月)

9/24～10/20
26日(金)
30日(火)

9月

※1【県原協】福井県原子力発電所所在地議会特別委員会連絡協議会
※2【関原協】関西電力原子力発電所立地町議会連絡協議会
※3【立地協】福井県原子力発電所所在市町協議会



■令和６年事業報告
　６年目に入り、株式会社福井和郷への委託による通
年運営で経営健全化を進めた。作業や経理を効率化し、
必要最小限の人員で運営を行った。
　年間出荷量は44.4トンで、前年より減少した。主な
要因は、コナジラミ被害による廃棄や猛暑による収量
減少で、防虫ネットの改良や定植時期の見直しなど、
改善策が取られた。
　販売面では取引先が定着し、安定した受注を維持し
たが、春季の販売力強化が今後の課題とされる。

　事業運営の課題としては、収穫量向上の限界や商
品競争力の低下、作業者確保の難しさが挙げられた。
これに対応するため、人材採用や作業体制の工夫が
必要とされる。
　経営面では、売上が約4952万円と前年度を上回り、
人件費削減も進んだ。
　その結果、赤字幅は約60万円と大幅に縮小したが、
累積欠損金は約１億6788万円、債務超過は約9488
万円となっている。
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いきいきタウン高浜
経営状況報告

いきいきタウン高浜大規模園芸施設

人口減少課題対策特別委員会報告 委員長 松岡茂和
　高浜町では、2040年に8300人の人口目標を掲げ、
子育て環境日本一を目指し、関係人口の増加等取り組
んでいる。
　合計特殊出生率は県下有数と高いが未婚女性等若
者の流出で人口減少が続いており、国も人口減少問
題を最重要課題として防止策から人口減少適応対策
に重点が置かれる。

人口減少社会に適合した持続可能なまちをめざして

　高浜町では令和8年度からの振興計画後期実施計
画で人口戦略の見直しが図られる。
　議会では、この計画に併せ髙浜町の抱える人口減
少の最大要因を掘り起こし分析、原因究明と具体的な
対策を議会として町長に提案していく。

魅力ある
仕事がない

資格を
活かせない

給与が
少ない

行きたい
大学が県外

大学卒業後、
戻らない

委員会ワークショップ

毎月委員会を開催！（～令和９年３月）
今後、高浜町統計データ調査分析、先進
地事例視察、当事者ヒアリング等を行い、
社会的・自然要因も含め、現状把握し対
策に繋げていく。

若者流出の大きな要因は？

（井ノ元康夫）



◆乾式貯蔵施設設置計画に関する取り組みに
　ついて
　説明者 高浜発電所長

■使用済燃料ロードマップの実行状況
　・再処理工場のしゅん工に向けた進捗状況
　・使用済ＭＯＸ燃料再処理実証研究
　・原子力規制委員会による厳正な審査状況や結果
　・乾式キャスクの具体的な搬出時期の考え方（２０３５

年末までに搬出できない場合は乾式貯蔵施設に
貯蔵の使用済燃料は、使用済燃料プールに戻す。
確固たる意志を示すもの）

　・立地地域の振興や課題解決に向けて、客観性・透
明性の高い新たな地域振興の仕組みの構築

◆西嶋町長との意見交換と申し入れ
　関西電力の説明を受けて、乾式貯蔵施設設置計画
やバックエンドなど原子力の課題について町長を招き
意見交換を行った。
　その後、原子力対策特別委員会において使用済燃
料をプールに戻すことについて協議を行い「賛同しか
ねる」との意見を町長に対して議長とともに申し入れ

を行った。

◆高浜発電所の現況報告・使用済燃料
　対策ロードマップの進捗状況について

■高浜発電所の現況報告
１号機：定検中　12月初旬に本格運転再開予定
２号機：稼動中　1月後半に定検予定
3号機：稼動中　来年度初めに定検予定
4号機：定検中　10月初旬に本格運転再開予定

■使用済燃料対策ロードマップの進捗
　臨時原子力対策特別委員会以降の進捗状況につい
て報告を受けた。
　諸課題について質疑応答を行った。

◆エネルギー政策について
　説明者 資源エネルギー庁原子力立地政策室長

■エネルギーを巡る状況　　
　・エネルギーの基本的視点「Ｓ＋３Ｅ」
　・エネルギー安全保障
■近年のエネルギー政策の歩み
　・エネルギー需要見通し
　・カーボンニュートラルへの取組み
　・既設炉の最大限活用と
　  次世代革新炉の開発・設置
■第７次エネルギー政策の歩み
　・核燃料サイクルの確立への取組み
　・六ケ所再処理工場・ＭＯＸ燃料工場の経緯
　・最終処分に関する経緯
　諸課題について質疑応答を行った。

原子力対策特別委員会報告　委員長上尾德郎

関西電力「高浜発電所の現況、使用済
　　　　  燃料対策ロードマップの進捗状況」
資源エネルギー庁「エネルギー政策について」

臨時原子力対策特別委員会
9月9日（火） 午前9時～

原子力対策特別委員会
10月15日（水） 午前9時～

18 Q 原子力対策特別委員会ってなに？
A 原子力に対する方針や対策などを審査などを行うところさ。



動き出した シーサイドライン
海岸道路（若宮海岸⇔立石方面）高浜地区

地区シリーズ

19

将来、はまなすロード
まで繋がる？

国道２７号線の
どの部分に繋がる？

今の遊歩道はどうなる？
景観や砂浜はどうなる？

ここまでは整備済み

延伸整備区間

道路は２車線？歩道は？
景観は？砂浜はなくなる？

海水浴やサーフィンはできる？
住民の皆様の声が重要です。
一緒に考えていきましょう！

（井上聡美）

（河島浩彦）

次号は青郷地区予定

　ようやくシーサイドライン（整備済みの若宮海岸から西方
向の立石方面の未整備区の海岸道路）を国道27号線に繋げ
るための整備が動き出した。県事業ではあるが、令和７年度
の測量、令和８年度の概略設計、地元との合意形成は町が実
施する。そして、令和９年度に事業化の予定である。

　福井県と嶺南6市町が連携して民間事業者から投資
計画を募集し、国内外からの観光客を呼び込むリゾート
拠点の形成を目的とするもの。
　福井県が今年の2月20日に公募を開始し、高浜町は
城山壮・城山公園の約34000㎡が対象地となった。公
募の結果、3社が優先交渉権者として選定され、9月18
日に杉本知事と西嶋町長と3社で基本協定が締結され
た。
　3社はオーベルジュ（宿泊機能付きレストラン）にリノ
ベーションする構想を示している。
　詳細な施設計画は、福井県・高浜町と協議の上決定
していくこととなる。
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【詳細は、P6（9月補正予算のQRコード）を参照】

若狭湾プレミアムリゾートエリア構想

■ディライト株式会社（ホテル展開）
　旧城山壮跡地を活用した宿泊施設を提案
　（ANDO HOTEL若狭城山プロジェクト）
■ラウムアソシエイツ一級建築士事務所
　プロジェクトの施設設計とデザインを担う
■株式会社シロ・コーポレーション
　不動産コンサルティング及び
　プロジェクトマネジメントを担う

優先交渉権者紹介

リゾートエリア構想ってなに？

県と共にリゾート拠点の
形成を目指す!!
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